
年間・学期 1 回

70 　　　　％

回数 日付 レポート
提出期限' 回数

1 4/30 5/10 1

2 5/24 5/25 2

3 5/28 6/10 3

4 6/22 6/25 4

5 7/9 7/10 5

6 7/12 7/25 6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

《留意事項》

・スクーリングには教科書または学習書を必ず持参すること。

・実験器具、ICT機器、映像資料等を用いてより効率的に学習を進める。

支え合うことの意味 支え合うことの意味

クマを変えてしまう人間 クマを変えてしまう人間

経験の教えについて 経験の教えについて

僕らの時代のメディア・リテラシー 僕らの時代のメディア・リテラシー

スクーリング
単元・学習内容

高校通信教育講座（コンテンツ視聴）
単元・学習内容

哲学的思考とは何か 哲学的思考とは何か

コミュニケーションの文化 コミュニケーションの文化

評点が100～85点は5、84～70点は4、69～50点は3、49～35点は2、34～0点は1

指導目標

論理的，批判的に考える力を伸ばすとともに，創造的に考える力を養い，他者との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考え
を広げたり深めたりすることができるようにする。

レポート（添削指導） 全　　６　　回 定期試験 あり

スクーリング
全実施時間数　　６　　時間 定期試験の評価割合

標準面接時数　　２ 　時間　　 評定算出方法

教科書名 出版社 学習書

標準論理国語 第一学習社 本校作成学習書

本校教員・スクーリング講師

2025年度　　　前期教育計画

面接指導施設名 科学技術学園高等学校

教　科 科　目 単位数 標準単位数 学習期間 担当者

国語 論理国語２ 2 2 半期


